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平
成
24
年
12
月
21
日
（
金
）〔
開
催
中
〕
〜

　
　
　
　
　

平
成
25
年
２
月
11
日
（
月
・
祝
）

｢

季
節
を
感
じ
る
作
品
た
ち｣

｢

老
若
男
女
・
人
物
を
楽
し
む
」

　
　
　

　

現
在
、
当
館
に
は
所
蔵
作
品
６
１
７
点
と
、
お
預
か
り

し
て
い
る
寄
託
作
品
74
点
の
、
合
計
６
９
１
点
が
収
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
そ
の
中
か
ら
２
テ
ー
マ
で
古
美
術
か
ら
現

代
作
品
ま
で
47
点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
季
節
を
感
じ
る
作
品
た
ち
」

　

春
夏
秋
冬
と
め
ぐ
っ
て
い
く
四
季
。
日
本
に
は
四
季
が

あ
り
、
人
び
と
は
古
来
よ
り
四
季
の
変
化
に
大
き
な
影
響

を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ
に
順
応
す
る
形
で
生
活
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
四
季
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
春
は
桜
・

夏
は
海
・
秋
は
紅
葉
・
冬
は
雪
と
い
う
よ
う
に
、
豊
か
な

風
情
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

　

そ
れ
ら
は
美
術
工
芸
品
に
も
反
映
さ
れ
、
四
季
折
々
の

作
品
な
ど
が
数
多
く
制
作
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
な
ど
よ
り
、
季
節

情
緒
豊
か
な
作
品
24
点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
日
本
画
「
少
女
」
百
々
俊
雅　

　

あ
る
夏
の
日
、
西
瓜
畑
の
中
で
麦
わ
ら
帽
子
を
か
ぶ
っ

た
娘
を
描
い
た
も
の
で
、
日
焼
け
し
た
小
麦
色
の
肌
に
白

い
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
ま
っ
す
ぐ
に
作
者
（
父
）
を
見
つ
め
る

目
が
印
象
的
な
作
品
で
す
。

◆
工
芸
「
織
部
菊
図
折
込
鉢
」　

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

青
織
部
の
誰
ヶ
袖
形
の
鉢

で
、
見
込
に
は
秋
の
小
菊
が

の
び
の
び
と
し
た
筆
線
で
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

裏
面
三
方
に
足
を
付
け
、

他
の
一
方
は
器
そ
の
も
の
を

歪
め
て
足
の
代
わ
り
と
す
る

あ
た
り
は
、
い
か
に
も
織
部

ら
し
い
形
状
と
い
え
ま
す
。

「
老
若
男
女
・
人
物
を
楽
し
む
」

　

ひ
と
言
で
「
人
物
」
と
い
っ
て
も
、
性
別
や
年
齢
、
人

種
や
国
籍
、容
姿
や
性
格
な
ど
様
々
で
す
。
そ
の
「
人
物
」

た
ち
が
み
せ
る
折
々
の
姿
、様
相
は
作
家
た
ち
を
魅
了
し
、

格
好
の
モ
チ
ー
フ
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
有
名
無
名
・
実
在
架
空
を
問
わ
ず
、
人
物
た

ち
が
彩
っ
て
き
た
色
々
な
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

★
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
筆
「
陳
希
夷
睡
図
」
も
展
示
中
。

◆
彫
刻
「
バ
グ
サ
ン
ハ
ン
川
の
舟
頭
Ａ
」
田
中
太
郎　

　

昭
和
45
年
、
作
者
が
マ
ニ
ラ
へ
研
修
旅
行
に
出
掛
け
た

際
に
取
材
し
た
も
の
で
、
川
下
り
の
名
所
で
乗
客
を
待
つ

舟
頭
の
、
し
っ
か
り
と
し
た
骨
格
と
引
き
締
ま
っ
た
筋
肉

が
力
強
い
作
品
で
す
。

◆
日
本
画
「
美
人
図
」
伝 

奥
村
政
信　

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

奥
村
政
信
は
、
元
禄
末
か
ら
版
元
・
奥
村
屋
を
経
営
し
、

版
画
や
肉
筆
画
な
ど
で
活
躍
し
た
人
物
で
、
本
図
に
は
羽

根
つ
き
を
す
る
女
人
と
、
無
邪
気
に
遊
ぶ
幼
児
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。後
方
の
花
を
つ
け
た
梅
樹
や
笹
も
相
ま
っ
て
、

初
春
の
め
で
た
い
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

◇
共
通
観
覧
料

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

平
成
25
年
1
月
４
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　

４
月
７
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

★
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
、
七
尾
市
出
身
で
岐

阜
県
大
垣
市
を
拠
点
に
活
躍
し
た
経
済
人
で
、
美
術

品
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
池
田
文
夫
氏
（
１
９
０
７

～
８
７
）
が
生
前
に
蒐
集
し
、
氏
の
没
後
七
尾
市
に

寄
贈
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
で
す
（
現
在
２
０
４
点
）。
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平
成
25
年
２
月
23
日
（
土
）
〜
４
月
７
日
（
日
）

｢
茶
道
具
い
ろ
い
ろ
～
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
～｣

｢
緑 
色 
の 

ア 

ー 

ト
」

　
　
　

「
茶
道
具
い
ろ
い
ろ 
～
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
～
」

　

茶
道
。
平
安
時
代
頃
の
飲
茶
の
風
習
に
起
源
を
持
ち
、

そ
の
後
千
年
以
上
の
時
を
経
て
現
在
に
受
け
継
が
れ
る
、

日
本
を
代
表
す
る
芸
道
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

当
初
薬
用
で
あ
っ
た
の
が
鎌
倉
時
代
に
栄
西
に
よ
っ
て

喫
茶
の
風
習
が
伝
え
ら
れ
、
室
町
時
代
の
「
闘
茶
」「
書

院
の
茶
」
を
経
て
、
村
田
珠
光
が
「
わ
び
茶
」
の
基
礎
を

築
き
ま
す
。
そ
し
て
武
野
紹
鷗
、
続
い
て
桃
山
時
代
に
千

利
休
が
登
場
し
、
彼
ら
に
よ
っ
て
「
茶
の
湯
」
が
成
立
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
「
茶
の
湯
」
は
「
茶
道
」
と
も
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
同
時
代
も
中
期
以
降

に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
武
士
階
級
や
一
部
の
豪
商
と
い
っ

た
、
支
配
階
級
・
知
識
階
級
の
占
有
物
で
あ
っ
た
「
茶
道
」

は
、
経
済
活
動
の
活
発
化
に
よ
り
力
を
つ
け
て
き
た
町
人

た
ち
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
、嗜
む
人
口
が
飛
躍
的
に
増
加
。

そ
れ
に
伴
い
「
家
元
制
度
の
導
入
」
な
ど
と
い
っ
た
組
織

化
も
行
わ
れ
、
全
国
に
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
明
治
時
代
以
降
、
そ
れ
ま
で
男
性
の
み
の
世
界

で
あ
っ
た
「
茶
道
」
に
、「
教
養
」
と
し
て
の
要
素
が
加

え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
女
性
た
ち
が
参
加
。
さ

ら
に
裾
野
を
拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
岡
倉
天
心
ら
に
よ
っ

て
海
外
に
も
紹
介
さ
れ
、「
茶
道
」
は
日
本
独
自
の
文
化

と
し
て
、
世
界
に
も
広
く
認
知
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
、
数
多
く
の
人
び
と
に
よ
っ
て
愛
さ
れ
続
け
て

い
る
「
茶
道
」。
そ
こ
で
は
絵
画
・
書
・
工
芸
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
数
多
く
の
道
具
が
使
用
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら

は
「
茶
道
」
の
長
い
歴
史
、
そ
し
て
人
び
と
と
の
結
び
つ

き
が
反
映
さ
れ
た
、
日
本
の
「
美
意
識
」
で
あ
り
、｢

こ

こ
ろ
」
を
表
す
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

本
展
で
は
、当
館
所
蔵
品
よ
り
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

を
中
心
に
、
様
々
な
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

「
緑 

色 

の 
ア 
ー 
ト
」

　

緑
（
み
ど
り
）

①
青
と
黄
と
の
間
色
。
草
木
の
葉
の
よ
う
な
色
。

②
草
木
の
新
芽
。
ま
た
、初
夏
の
若
葉
。
広
く
植
物
一
般
。

　

転
じ
て
森
林
、自
然
な
ど
の
意
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

（『
広
辞
苑
』
よ
り
）

　

光
の
３
原
色
の
ひ
と
つ
で
あ
る
緑
色
。
日
本
に
お
い
て

「
み
ど
り
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
平
安
時
代
頃
か
ら
と
さ
れ
、
当
初
は
「
瑞
々
し
さ
」

を
表
す
言
葉
で
あ
っ
た
の
が
、
や
が
て
新
芽
の
色
を
表
す

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
か
「
緑
」
に

は
森
林
や
自
然
な
ど
を
表
す
意
味
も
あ
り
、
自
然
と
繋
が

り
の
深
い
色
だ
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
か
つ
て
緑
色
も
「
青
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
現
在
で
も
「
青
野
菜
」「
青
信
号
」
な
ど
の
言
葉

が
示
す
よ
う
に
、
緑
色
の
も
の
に
「
青
」
を
当
て
は
め
て

使
用
さ
れ
る
例
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
緑
色
は
「
若
さ
」
や
「
ク
リ
ー
ン
」、「
安
全
」

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
も
持
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
信
号
の

「
進
め
」
は
緑
（
青
）
で
す
し
、
安
全
地
帯
は
「
グ
リ
ー

ン
ゾ
ー
ン
」と
呼
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、「
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
」

の
よ
う
に
、
環
境
保
護
団
体
な
ど
が
よ
く
使
用
す
る
色
で

も
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
緑
色
は
人
々
の
心
を
落
ち
着
か
せ
る
効
果
を

持
っ
て
い
る
色
で
あ
る
、
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

無
論
、
美
術
工
芸
に
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
る

緑
色
。
本
展
で
は
当
館
所
蔵
品
よ
り
、
緑
色
を
効
果
的
に

使
用
し
て
い
る
作
品
を
、
絵
画
や
工
芸
な
ど
の
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

◇
共
通
観
覧
料

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

「志野白釉香合」
（池田コレクション）

「織部草花文角鉢」
 （池田コレクション）

「肩面広口釜」
（池田コレクション）

「織部茶碗　銘頭巾」
(池田コレクション)

「草叢での会話」堀場良夫 「渓橋雨後図」
川合玉堂

（池田コレクション）

「織部唐草文敷瓦」
（池田コレクション）
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当
館
所
蔵
品
貸
出
情
報
（
１
月
１
日
現
在
）

　

①
陶
磁
器
「
織
部
柳
文
筒
向
附
」　　
　
　
　

５
客

　

②
陶
磁
器
「
織
部
亀
甲
文
富
士
形
小
手
鉢
」　

１
口

　

③
陶
磁
器
「
織
部
楼
閣
山
水
画
角
透
鉢
」　　

１
口

　

④
陶
磁
器
「
美
濃
伊
賀
水
指
」　　
　
　
　
　

１
口

　
　
　
　
　
　
　

※
全
て
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　

展
覧
会
名

　
　
「
織
部
―
ソ
ノ
器
、
ヘ
ウ
ケ
モ
ノ
也
―
」（
仮
称
）

　

会
場
：
土
岐
市
美
濃
陶
磁
歴
史
館

　
　
　
　
　
（
岐
阜
県
土
岐
市
泉
町
久
尻
一
二
六
三
）

　
　
　
　
　
　

☎
０
５
７
２
（
55
）
１
２
４
５

　

会
期
：
２
月
28
日
（
木
）
～
５
月
12
日
（
日
）

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
　
正
派
若
柳
流
一
柳
会
　
踊
り
初
め

	

１
月
27
日
（
日
）

	

開
演　

午
後
２
時

　

お
稽
古
に
励
ん
だ
日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
研
鑽
を
年
頭
に
誓
い
、
舞
台
に
立
ち
ま
す
。

主　

催　

正
派
若
柳
流
一
柳
会　

連
絡
先　

若
柳
吉
一
賀　

☎
０
７
６
７
（
52
）
３
７
７
0

　
　
お
別
れ
発
表
会

	

２
月
23
日
（
土
）

	

開
演　

午
前
９
時
30
分

　

小
丸
山
保
育
園
の
発
表
会
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
２
度

目
の
発
表
会
と
な
り
、
年
長
児
に
と
っ
て
は
最
後
の
発
表

で
す
。
可
愛
い
未
満
児
の
遊
戯
や
年
長
児
の
り
り
し
い
姿

を
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

主
催
・
連
絡
先　

小
丸
山
保
育
園　

☎
０
７
６
７
（
53
）
３
７
０
０

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

予
告

　
　
榎
本
友
康
遺
作
展

	

４
月
５
日
（
金
）
～
７
日
（
日
）

	

初
日
は
午
後
０
時
か
ら

	

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

昨
年
１
月
、
60
歳
で
亡
く
な
っ
た
志
賀
町
の
作
家
、
榎

本
友
康
の
遺
作
展
。
パ
ス
テ
ル
画
や
焼
き
物
を
中
心
に
展

示
す
る
。

主　

催　

榎
本
友
康
遺
作
展
実
行
委
員
会　

連
絡
先　

石
谷
克
人　

☎
０
９
０
―
１
６
３
０
―
１
３
６
７

全
館 
予
告

　
　

特
別
展
覧
会
「
能
登
の
真
宗
」

	

同
時
開
催
：
全
能
登
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧
会

 	

４
月
13
日
（
土
）
～
21
日
（
日
）
会
期
中
無
休

	

初
日
は
午
前
11
時
か
ら

　

浄
土
真
宗
の
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
七
百
五
十
回
御
遠
忌
を

記
念
し
、
東
・
西
本
願
寺
の
法
宝
物
や
能
登
地
域
寺
院
の

什
宝
物
を
特
別
展
示
す
る
。
又
、
同
時
開
催
と
し
て
、
幼

児
か
ら
中
学
生
の
書
道
・
絵
画
・
立
体
作
品
と
、
漫
画
家

の
井
上
雄
彦
氏
が
制
作
し
た
屏
風
『
親
鸞
』
も
展
示
す
る
。

入
場
料　

５
０
０
円　

※
中
学
生
以
下
無
料

主　

催　
能
登
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
委
員
会

連
絡
先　

能
登
教
務
所　

☎
０
７
６
７
（
53
）
０
０
５
８

 「
中
町
進
展
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
報
告 

　

当
館
秋
の
展
覧
会
「
日
本
画
家
・
中
町
進
展
」
会
期
中

の
10
月
13
日
（
土
）、
中
町
進
先
生
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
は
、
先
生
の
日
展
初
入
選
作
よ
り
平
成
17

年
の
近
作
ま
で
、
日
本
画
18
点
と
ス
ケ
ッ
チ
10
点
を
紹
介

す
る
内
容
で
、ト
ー
ク
は
最
初
期
制
作
の
作
品
「
山
の
田
」

よ
り
ス
タ
ー
ト
。

　
「
山
の
田
」
で
日
展
に
初
め
て
入
選
し
た
時
の
嬉
し
さ
。

抽
象
芸
術
全
盛
期
に
、
抽
象
と
具
象
の
狭
間
で
悩
み
ぬ
い

た
と
い
う
「
黒
の
時
代
」。
憧
れ
だ
っ
た
群
青
の
顔
料
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
青
の
時
代
」
で
の
制
作
へ
の
喜
び
。

俯
瞰
構
図
に
自
ら
の
表
現
を
見
出
し
、
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
街
並
み
を
描
き
続
け
た
「
街
の
時
代
」
の
こ
と
云
々
。

先
生
は
作
品
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
思
い
出
を
、
制
作
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
に
も
言
及
し
つ
つ
、
所
々
で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説
を
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
ト
ー
ク
を
と
お
し
て
強
く
感
じ
ら
れ
た
の
は
、

先
生
の
師
で
あ
る
池
田
遥
邨
氏
へ
の
強
い
「
敬
慕
の
想

い
」。
節
目
ご
と
に
「
遥
邨
先
生
の
教
え
で
は
…
」
と
話

し
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

最
後
に
は
、
先
生
よ
り
参

加
者
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
盛
り
上
が

り
の
中
、
ト
ー
ク
は
終
了
し

ま
し
た
。
中
に
は
終
了
後
、

先
生
に
熱
心
に
質
問
を
さ
れ

て
い
る
方
も
…
。

　

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た

皆
様
、
そ
し
て
貴
重
な
お
話

を
く
だ
さ
い
ま
し
た
中
町
先

生
に
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し

て
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

入
場
無
料

入
場
無
料

貸
館
催
し
物
案
内

「織部亀甲文富士形小手鉢」
　（池田コレクション）

「美濃伊賀水指」
（池田コレクション）入

場
無
料
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ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
報
告

　

毎
年
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
」。
東
み
な
と
保
育
園
年
長
児
の
鼓

笛
隊
演
奏
で
幕
を
開
け
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
で
、

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
ま
し
た
。

「
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
」

　

絵
本
の
会
も
こ
も
こ
さ
ん
の
協
力
で
開
催
。
子
ど

も
た
ち
の
創
作
意
欲
に
脱
帽
。

「『
の
ま
り
ん
』
の
紙
芝
居
劇
場
」

　

大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
野
間
先

生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　

夜
の
美
術
館
は
、
ど
ん
な
感
じ
な
ん
だ
ろ
う
？
参

加
者
だ
け
の
秘
密
で
す
。

「
お
は
な
し
劇
場
」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぽ
っ
か
ぽ
か
の
皆
さ
ん
は
人
形
劇

「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」
で
大
忙
し
で
し
た
。 

　

去
る
10
月
14
日
、
ま
だ
夜
も
明
け
き
ら
ぬ
午
前
６
時
過

ぎ
『
友
の
会
鑑
賞
の
旅
』（
参
加
者
＋
引
率
者
）
32
名
を

乗
せ
た
バ
ス
は
、
信
州
・
長
野
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
見
学
地
は
『
国
宝
・
松
本
城
』。
到
着
予
定
時

刻
よ
り
遅
れ
る
こ
と
約
30
分
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ

ん
の
丁
寧
な
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
お
堀
周
り
か
ら
入
城

門
へ
向
か
い
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
を
先
回
り
し
て
購
入
す
る

も
空
し
く
目
の
前
に
は
「『
入
場
制
限
』
こ
こ
か
ら
１
時

間
待
ち
」
の
看
板
が
…
。
天
守
内
は
一
方
通
行
の
た
め
、

一
度
入
れ
ば
、
待
ち
時
間
と
見
学
時
間
を
合
わ
せ
２
時
間

以
上
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
参
加
者
の
皆
様
に
は
大
変

申
し
訳
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
天
守
内
入
場
を
断
念
し
て

も
ら
い
場
内
自
由
散
策
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。当
日
は｢

お
城
ま
つ
り｣

な
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
で
、

お
茶
会
の
テ
ン
ト
や
盆
栽
の
展
示
な
ど
が
あ
り
、
人
出
も

多
く
「
入
場
制
限
」
に
も
納
得
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

何
度
も
お
詫
び
申
し
上
げ
な
が
ら
、
次
の
見
学
先
、『
旧

開
智
学
校
』
へ
。
擬
洋
風
建
築
の
校
舎
、
当
時
の
教
室
を

再
現
し
た
部
屋
、
明
治
か
ら
平
成
ま
で
の
教
科
書
な
ど
の

展
示
に
、「
懐
か
し
い
わ
～
」「
こ
ん
な
机
あ
っ
た
ね
ぇ
」

な
ど
会
話
も
弾
み
ま
す
。

　

出
発
か
ら
６
時
間
あ
ま
り
を
過
ぎ
『
ホ
テ
ル
花
月
』
に

て
、
よ
う
や
く
昼
食
の
時

間
。
松
本
民
芸
家
具
で
統

一
さ
れ
た
落
ち
着
く
空
間

で
、信
州
な
ら
で
は
の『
そ

ば
会
席
』
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ほ
ど
よ
く
お
腹
も

満
た
さ
れ
、
外
は
散
策
に

も
っ
て
こ
い
の
お
天
気
♪

列
を
な
し
て
女
鳥
羽
川
沿

い
『
な
わ
て
通
り
』
に
向

か
い
ま
す
。

　

通
り
に
は
土
産
物
屋
や
布
小
物
屋
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な

ど
様
々
な
お
店
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。
素
敵
な「
の
れ
ん
」

を
買
っ
た
方
、
新
鮮
な
り
ん
ご
や
野
菜
を
買
っ
た
方
、
短
時

間
で
し
た
が
有
意
義
に
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

再
び
バ
ス
に
乗
り
、
最
後
の
見
学
地
『
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美

術
館
』
へ
。
同
館
職
員
の
方
に
解
説
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

各
自
、
自
由
に
鑑
賞
。
や
さ
し
い
絵
本
原
画
の
世
界
に
心

も
和
み
ま
す
。ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョッ
プ
に
は
、種
類
豊
富
な
グ
ッ

ズ
が
揃
っ
て
お
り
、
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
お
買
い
物
を
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
紅
葉
に
は
少
し
早
い
時
期
で
し
た
が
、
帰
路

は
国
道
を
利
用
し
、
水
墨
画
の
よ
う
な
夕
暮
れ
迫
る
渓
谷

の
風
景
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
地
元
「
Ａ
・
コ
ー

プ
白
馬
」
特
製
の
夕
食
弁
当
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

時
間
に
追
わ
れ
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
参

加
者
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
も
と
無
事
旅
行
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世
界
で
ひ
と
つ
、
自
分
だ
け
の
「
印
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

友
の
会
美
術
講
座

　
　

 　

―
や
さ
し
い
篆
刻
―

　

七
尾
市
在
住
の
書
家
・
大
場
濯
川
先
生
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
石
材
に
印
刀
で
好
き
な
文
字
を
彫
る
『
雅み

や
び

印い
ん

』
を
制
作
し
ま
す
。
文
字
デ
ザ
イ
ン
は
、
大
場
先
生

が
し
て
く
だ
さ
る
の
で
初
心
者
の
方
も
ご
心
配
な
く
♪

　

日　

時
…
平
成
25
年
１
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
頃

　

場　

所
…
楽
屋
（
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
横
）

　

参
加
費
…
２
，
５
０
０
円
（
材
料
費
等
）

　
　
　
　
　

※
友
の
会
会
員
以
外
の
方
は
３
，
０
０
０
円

定
員
は
15
名
で
す
が
、
少
々
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
！

   

第
13
回
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

　
　
　    

友
の
会
鑑
賞
の
旅
を
終
え
て

国宝・松本城にて
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長
谷
川
等
伯
展
講
演
会
報
告

　
「
等
伯
中
年
期
の
作
品
を
読
む

―
研
究
史
の
視
点
か
ら
―
」

　
　
　
　

講
師　

鈴
木
廣
之
氏
（
東
京
学
芸
大
学
教
授
）

　

長
谷
川
等
伯
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
色
々

な
方
が
色
々
な
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
皆
様
よ

く
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
研
究
史
を
振
り
返
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
等
伯
が
ど
の
よ
う
な
評
価
を
さ

れ
て
き
た
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
等
伯

の
研
究
史
を
回
顧
し
な
が
ら
、
講
演
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い

る
等
伯
の
中
年
期
、
50
歳
代
の
時
期
を
中
心
に
み
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
等
伯
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
き
た
の
か

　

等
伯
が
評
価
さ
れ
始
め
た
の
は
昭
和
初
期
の
こ
と
で

す
。
等
伯
と
同
じ
桃
山
時
代
の
画
家
と
比
較
す
る
と
、
ず

い
ぶ
ん
と
遅
い
ん
で
す
ね
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
『
本
朝

画
史
』（
狩
野
永
納
編
・
元
禄
６
年
刊
）
な
ど
江
戸
時
代

の
画
家
資
料
が
狩
野
派
中
心
の
内
容
で
、
等
伯
の
評
価
が

高
く
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
等
伯
の
作
品
に
は
襖
絵
が

多
い
の
で
す
が
、
当
時
襖
絵
に
は
落
款
を
記
さ
な
か
っ
た

の
で
、
ど
の
作
品
が
等
伯
筆
な
の
か
わ
か
ら
ず
、
そ
の
全

貌
を
つ
か
め
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。『
本

朝
画
史
』
の
等
伯
の
項
に
は
、本
法
寺
（
京
都
市
）
の
「
仏

涅
槃
図
」
が
言
及
さ
れ
、
当
時
等
伯
の
有
名
作
品
で
あ
っ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
一
般
的
に
等
伯
の
認
知

度
は
低
か
っ
た
よ
う
で
、現
在
一
番
有
名
な「
松
林
図
」（
東

京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
も
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
『
國
華
』
と
い
う
美
術
雑
誌
が
あ
り
ま
す
。
明
治
22
年

（
１
８
８
９
）
に
岡
倉
天
心
と
高
橋
健
三
に
よ
っ
て
創
刊

さ
れ
た
、
現
在
世
界
一
長
寿
の
美
術
専
門
誌
で
す
。
こ
の

雑
誌
か
ら
も
等
伯
の
評
価
の
流
れ
が
わ
か
り
ま
す
。ま
ず
、

明
治
26
年
、
第
47
号
に
福
岡
家
所
蔵
の
「
山
水
図
」
が
掲

載
さ
れ
た
の
が
等
伯
の
名
が
出
る
最
初
に
な
り
ま
す
。
次

は
同
年
（
第
48
号
）
の
「
牧
馬
図
屏
風
」
で
、
こ
ち
ら
は

現
在
東
京
国
立
博
物
館
の
作
品
。
さ
ら
に
明
治
39
年
（
第

１
９
８
号
）
の
隣
華
院
（
京
都
市
）
の
「
山
水
図
襖
」、

大
正
７
年
（
第
３
３
７
号
）
の
龍
泉
庵
（
京
都
市
）「
枯

木
猿
猴
図
」
と
続
き
ま
す
。
な
か
に
は
有
名
な
作
品
も
あ

り
ま
す
が
、
現
在
で
は
首
を
傾
げ
ざ
る
を
得
な
い
作
品
も

等
伯
筆
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
等
伯
の
認
識
が
ま
だ

定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
ま
す
。

　

そ
の
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
が
１
９
３
０
年
代
頃

か
ら
で
、
そ
れ
に
は
「
松
林
図
」
が
登
場
し
た
こ
と
が

大
き
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。「
松
林
図
」
が
出
た
時
、
専

門
家
も
大
変
驚
い
た
よ
う
で
す
ね
。
同
図
は
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
）、
熊
谷
宣
夫
が
『
美
術
研
究
』
第
25
号
で
紹

介
し
た
の
が
最
初
で
す
が
、
そ
の
後
間
も
な
く
国
宝
（
旧

国
宝
）
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
出

世
と
い
え
、
そ
れ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
作
品
だ
っ
た

ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
等
伯
の
代
表
作
と
し
て
「
松
林

図
」
と
共
に
有
名
な
智
積
院
（
京
都
市
）
の
障
壁
画
も
同

じ
頃
、
昭
和
５
年
に
土
田
杏
村
に
よ
っ
て
等
伯
筆
で
あ
る

と
論
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
長
谷
川
等

伯
と
は
一
体
何
者
だ
と
大
き
く
注
目
さ
れ
る
き
っ
か
け
に

な
り
、
評
価
を
ぐ
ん
と
高
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
土
田
杏
村
の
跡
を
継
い
で
等
伯
の
研
究
を
行
っ

た
の
が
、
土
居
次
義
先
生
で
す
。
土
居
先
生
が
大
学
を
卒

業
し
た
の
が
昭
和
６
年
で
、
そ
の
後
現
在
の
京
都
国
立
博

物
館
に
就
職
し
ま
す
。
そ
の
頃
よ
り
先
生
は
京
都
の
お
寺

を
巡
り
、
等
伯
の
作
品
を
見
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
襖
絵

に
は
落
款
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
絵
の
ス
タ
イ
ル
を
丹
念

に
調
査
し
な
が
ら
論
証
さ
れ
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ

は
大
変
な
作
業
で
す
が
、
先
生
は
独
力
で
さ
れ
ま
し
た
。

本
当
に
凄
い
こ
と
で
、
大
き
な
功
績
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
が
１
９
３
０
～
40
年
代
で
、
こ
こ
で
よ
う
や
く
等
伯
の

全
貌
が
み
え
は
じ
め
て
き
た
。
桃
山
時
代
と
い
え
ば
金
碧

障
壁
画
を
連
想
さ
せ
ま
す
が
、
等
伯
の
場
合
む
し
ろ
水
墨

画
の
方
が
魅
力
的
な
作
品
が
多
い
で
す
ね
。
こ
の
点
が
同

時
代
の
画
家
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
、
等
伯
評
価
の
特
色
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

戦
後
、
土
居
先
生
に
続
い
て
等
伯
の
研
究
で
大
き
な
足

跡
を
残
し
た
の
が
山
根
有
三
先
生
で
、
私
の
師
匠
で
す
。

山
根
先
生
は
琳
派
の
研
究
で
有
名
で
す
が
、
戦
前
よ
り
等

伯
の
研
究
も
し
て
い
ま
し
た
。
京
都
国
立
博
物
館
に
勤
務

し
、
土
居
先
生
の
後
輩
に
あ
た
る
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
問

題
に
な
っ
た
の
は
、
信
春
時
代
と
等
伯
時
代
の
画
風
を
比

較
し
て
、
な
ぜ
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
多
く
を
学
ん
だ
か
ら
だ
、
と
な

る
の
で
す
が
、
で
は
ど
こ
か
ら
ど
う
や
っ
て
学
習
し
た
の

か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
山
根
先
生
は
こ
の
問
題

を
は
じ
め
、
等
伯
一
族
の
解
明
な
ど
に
取
り
組
み
、
大
き

な
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

等
伯
が
学
ん
だ
代
表
的
画
家
が
牧
谿
で
す
。
牧
谿
は
中

国
南
宋
か
ら
元
時
代
の
禅
僧
で
、
優
れ
た
水
墨
画
を
残
し

ま
し
た
。
等
伯
が
学
ん
だ
牧
谿
の
有
名
な
作
品
が
、
大
徳

寺
（
京
都
市
）
の
「
観
音
猿
鶴
図
」
３
幅
対
で
、「
水
墨

画
の
極
地
」
と
い
わ
れ
る
傑
作
で
す
。
墨
と
い
う
の
は
、

水
と
の
調
合
具
合
で
白
か
ら
黒
の
間
の
無
限
の
階
調
を
表

現
で
き
ま
す
。
水
墨
画
と
は
そ
の
墨
を
う
ま
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
形
の
な
い
も
の
、
例
え
ば

光
・
空
気
・
霧
・
水
な
ど
も
描
け
る
技
法
で
、
そ
の
極
意

を
極
め
た
偉
大
な
画
家
が
牧
谿
な
ん
で
す
。等
伯
筆
の「
枯

木
猿
猴
図
」
や
「
竹
鶴
図
屏
風
」（
東
京
都
・
出
光
美
術

館
蔵
）
な
ど
は
牧
谿
の
「
観
音
猿
鶴
図
」
を
実
見
し
て
い

な
い
と
描
け
な
い
作
品
で
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
は
、

湿
気
を
含
ん
だ
濃
密
な
大
気
が
感
じ
ら
れ
、
等
伯
が
牧
谿

か
ら
学
ん
だ
「
形
の
な
い
も
の
」
の
表
現
に
苦
心
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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◆
「
松
林
図
」
の
謎
と
魅
力
と

　
「
形
の
な
い
も
の
」
を
表
現
し
た
、
最
も
有
名
な
等
伯

作
品
が
「
松
林
図
」
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
し
ょ

う
。
同
図
は
流
れ
る
空
気
や
湿
潤
な
湿
気
を
見
事
に
表
現

し
た
、
等
伯
中
年
期
を
語
る
う
え
で
は
絶
対
欠
か
せ
な
い

名
作
で
す
。
た
だ
、「
松
林
図
」
は
非
常
に
謎
め
い
た
作

品
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
屏
風
絵
が
最
初
に

紹
介
さ
れ
た
時
、
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
政
治
家
・
福
岡

孝
悌
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
し
た
。
孝
悌
は
美
術
品
の
コ

レ
ク
タ
ー
で
、
明
治
35
年
に
所
蔵
し
て
い
る
作
品
の
目
録

を
作
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
目
録
に
は
「
松
林
図
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
す
る
と
、
孝
悌
が
「
松
林
図
」

を
入
手
し
た
の
が
明
治
35
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
す
が
、
い
つ
ど
こ
か
ら
手
に
入
れ
た
の
か
が
わ
か
ら
な

い
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
伝
来
が
不
明
な
ん
で
す
。

　

次
に
「
松
林
図
」
に
捺
さ
れ
た
２
種
の
印
章
が
、
等
伯

の
基
準
印
と
違
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
の
か
は
謎

で
す
。
私
を
含
め
て
ど
の
専
門
家
も
作
品
は
等
伯
筆
間
違

い
な
し
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
印
章
だ
け
は
違
う
と
い
っ

て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
等
伯
自
身
が
こ
れ
を
捺
し
た
の
で

は
な
く
、
等
伯
が
亡
く
な
っ
た
後
に
別
の
人
物
が
捺
し
た

と
な
る
と
、
い
っ
た
い
誰
が
、
ど
ん
な
理
由
で
捺
し
た
の

か
が
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
か
ら
、
紙
継
ぎ
が
ず
れ
て
い
る
の
も
謎
で
す
。
当

時
は
大
き
な
紙
が
な
い
の
で
屏
風
な
ど
は
紙
を
繋
げ
て
い

る
の
で
す
が
、
本
来
で
す
と
紙
継
ぎ
の
位
置
が
横
一
直
線

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
場
所
に
よ
っ
て
か
な

り
ず
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
色
々
な

説
が
出
て
い
ま
す
が
、
有
力
な
の
が
元
々
「
松
林
図
」
は

屏
風
で
は
な
く
襖
で
あ
っ
た
と
い
う
説
。
70
年
代
に
武
田

恒
夫
先
生
が
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
完
成
作
で
は

な
く
直
前
の
画
稿
で
は
な
か
っ
た
か
と
さ
れ
ま
し
た
。
す

る
と
「
松
林
図
」
に
は
完
成
作
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
画
稿
の
段
階
で
こ
の
完
成
度
で
す
か
ら
、
完
成
作

を
想
像
す
る
と
ゾ
ク
ゾ
ク
し
ま
す
ね
。

　

最
近
で
は
武
田
説
を
承
け
た
郡
司
亜
也
子
さ
ん
が
、
紙

継
ぎ
の
ず
れ
を
直
し
た
ら
ど
う
な
る
か
を
検
証
さ
れ
て
お

り
、み
て
み
る
と
ち
ょ
っ
と
面
白
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
れ
は
、現
状
で
の
松
林
の
配
置
が
絶
妙
だ
と
い
う
こ
と
。

松
が
凸
凹
に
な
る
よ
う
に
う
ま
く
配
置
さ
れ
て
非
常
に
面

白
い
。
そ
れ
に
対
し
て
ず
れ
を
直
し
た
も
の
は
、
松
の
高

さ
が
揃
っ
て
な
だ
ら
か
な
一
直
線
の
配
置
に
な
っ
て
し
ま

い
、
実
は
あ
ま
り
面
白
く
な
い
ん
で
す
。
現
在
の
よ
う
な

バ
ッ
と
前
に
出
て
く
る
よ
う
な
感
じ
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
屏
風
に
し
た
の
は
相

当
な
セ
ン
ス
を
持
っ
た
人
物
で
は
な
い
か
。
画
稿
だ
っ
た

も
の
を
屏
風
に
し
た
の
は
恐
ら
く
保
存
の
た
め
で
、
鑑
賞

も
で
き
て
保
存
に
も
適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
仕
立

て
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
も
画
面
か
ら
判

断
す
る
と
、
現
在
の
部
分
以
外
に
も
絵
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
れ
を
捨
て
る
と
い
う
大
胆
な
こ
と
も
や
っ
て

の
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
人
物
こ
そ
が
落
款
を
捺

し
た
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
の
は
一

体
誰
な
の
か
。
謎
は
深
ま
る
ば
か
り
で
す
。

　
「
松
林
図
」
の
紙
継
ぎ
な
ど
か
ら
推
定
す
る
と
、
１
面

の
幅
が
80
セ
ン
チ
程
度
の
襖
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
、
つ
ま
り
禅
宗
寺
院
の
方
丈
に
は
め
ら
れ
た
襖
と
い
う

仮
定
が
で
き
ま
す
。
禅
宗
寺
院
の
方
丈
は
６
室
で
形
成
さ

れ
、
南
に
面
し
て
東
西
に
並
ぶ
３
室
が
主
室
で
す
。
明
か

り
を
と
る
た
め
に
南
方
向
を
開
口
部
に
す
る
の
が
基
本
で

す
の
で
、襖
は
中
央
の
部
屋
で
南
面
を
空
け
た
コ
の
字
形
、

左
右
の
部
屋
は
そ
れ
ぞ
れ
南
面
と
外
に
面
す
る
東
西
面
を

空
け
た
Ｌ
字
形
に
配
置
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
方
位
と
四
季

は
対
応
し
て
い
て
東
が
春
、
南
が
夏
、
西
が
秋
、
北
が
冬

と
な
り
、
絵
も
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
描
か
れ
る
の
が
普
通
で

す
。「
松
林
図
」
を
よ
く
み
る
と
、
左
隻
右
上
に
雪
山
が

描
か
れ
て
い
る
あ
た
り
が
、
冬
の
景
色
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
こ
を
角
に
し
て
Ｌ
字
形
の
配
置
を
考
え
る
と

方
丈
の
表
側
３
室
の
う
ち
、
東
側
の
部
屋
に
お
さ
め
る

と
方
位
と
季
節
が
う
ま
く
対
応
し
そ
う
で
す
。「
松
林
図
」

の
完
成
作
が
襖
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
位
置
に

配
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
謎
が
謎
を
呼
ぶ
「
松
林
図
」。「
モ
ナ
リ

ザ
」も
そ
う
で
す
が
、傑
作
に
は
謎
が
多
い
。
逆
に
い
え
ば
、

名
品
に
は
そ
の
よ
う
な
謎
め
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
こ

そ
魅
力
的
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

◆
「
自
雪
舟
五
代
」
宣
言
と
画
風
変
化
の
関
係

　

等
伯
が
晩
年
に
「
自
雪
舟
五
代
」
を
名
乗
っ
た
の
は
皆

さ
ん
よ
く
ご
存
知
と
思
い
ま
す
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、

山
根
先
生
は
狩
野
派
に
対
抗
す
る
た
め
「
自
分
は
雪
舟
の

正
系
を
受
け
継
い
だ
正
統
派
の
画
家
だ
」
と
宣
言
す
る
必

要
が
あ
っ
た
と
の
説
を
出
さ
れ
ま
し
た
。
雪
舟
の
代
表
作

「
破
墨
山
水
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
は
、
雪
舟
が

学
ん
だ
中
国
の
画
家
と
し
て
、
李
在
と
い
う
名
が
自
筆
さ

れ
て
い
ま
す
。
李
在
は
中
国
明
時
代
の
「
浙
派
」
と
い
わ

れ
る
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
宮
廷
画
家
で
し
た
。
実
は
等
伯

晩
年
期
の
作
品
が
、
こ
の
李
在
の
画
風
に
よ
く
似
て
い
る

ん
で
す
。
例
え
ば
、
真
珠
庵
（
京
都
市
）
や
天
授
庵
（
京

都
市
）
の
襖
絵
な
ど
。
つ
ま
り
、
等
伯
が
李
在
を
勉
強
し

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
ん
で
す
。
な
ぜ
李
在
を
勉
強

し
た
の
か
と
い
え
ば
、
雪
舟
が
学
ん
だ
画
家
だ
か
ら
。
雪

舟
も
学
ん
だ
李
在
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て「
自
雪
舟
五
代
」

を
名
乗
っ
た
こ
と
に
実
態
を
持
た
せ
る
、
正
当
化
す
る
手

段
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

但
し
こ
の
李
在
、
牧
谿
と
は
全
然
作
風
が
違
い
ま
す
。

牧
谿
が
い
わ
ば
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
を
表
現
し
た
の
に
対
し

て
、李
在
は
「
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
」。
１
８
０
度
違
い
ま
す
。

あ
る
意
味
乱
暴
と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い
、
等
伯
に
と
っ

て
は
大
転
換
で
す
ね
。雪
舟
流
を
名
乗
る
た
め
と
は
い
え
、

な
ぜ
牧
谿
を
捨
て
て
ま
で
そ
こ
ま
で
す
る
必
要
が
あ
っ
た

の
か
、
等
伯
に
聞
い
て
み
た
い
気
が
し
ま
す
。
た
だ
、
そ

の
生
涯
を
振
り
返
る
と
、
能
登
に
い
た
頃
か
ら
何
回
と
な

く
画
風
を
変
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
等
伯
は
世
界
的
に
み
て

も
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
、
大
胆
な
変
貌
を
繰
り
返
し
た
画

家
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
文
は
平
成
24
年
８
月
26
日
に
行
わ
れ
た
「
長
谷
川

等
伯
展
」
特
別
講
演
会
の
内
容
を
、
当
館
の
責
任
に
お

い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
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◆第１展示室　「池田コレクション名品展」（仮称）
　当館所蔵品の中核で、工芸・絵画・彫刻など幅広いジャンルの作品で構成
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約30点を紹介します。
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至：和倉温泉駅

至：和倉、輪島

至：のと里山海道
　（徳田大津J.C.T）

至
：
氷
見
、
高
岡

至：羽咋、金沢至：羽咋、のと里山
　 海道（柳田I.C）

小丸山小学校
JR七尾駅 至

：
能
越
道

　

 

（
七
尾
城
山
I.C
）

能登食祭市場

小丸山公園

総合市民体育館

能登総合病院

小丸山南

小島西部

藤野町北

小丸山

国分

城山

川原町

能登病院口

七尾城山I.C口
２

石川県
七尾美術館
石川県
七尾美術館

七 尾 湾

159
249

160

P

飛行機……能登空港からのと里山海道利用約45分
車…………金沢からのと里山海道利用約１時間15分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バスまりん号
　　　　…JR七尾駅前「ミナ．クル」ビル裏バス停から西回り「七尾美術館前」下車
ななおコミュニティバスぐるっと7
　　　　…JR七尾駅５番乗り場から西コース「小丸山台１丁目」下車

１月〜３月

◆１月　１～３, ７, 15, 21, 28

◆２月　４, 1２～22, 25

◆３月　４, 11, 18, 21, 25

◎次号・第73号（春号）は４月１日発行予定です。

このほかにも友の会会員限定の催し、特典がありますので
ぜひ更新、ご入会ください♪

平成25年度　石川県七尾美術館友の会会員募集のご案内
新年度友の会会員を次の要領で募集いたします。現在会員の方で更新をご希望される方は改めてお申込み下さい。
お申込みのない場合はそのまま退会となってしまいますのでご注意下さい。

★入会手続き★
①受付開始　３月１日(金)から【年度会費1,000円】
②受付場所　当館受付カウンターまたは郵便受付（郵便振替用紙をご利用ください）

　※郵便局備え付けの振替用紙の通信欄に必要事項《会員の区別（更新･新規･元会員）･郵便番号
　　・住所･電話番号･氏名･生年月日》をご記入のうえ、会費を添えてもよりの郵便局窓口へお出
　　し下さい。払込料金120円は申込者負担となります。　　　　　

　　　　　　　　　　　郵便振替口座　００７１０―０―５０７９５
　　　　　　　　　　　加入者名　　　石川県七尾美術館　友の会

★友の会に入会すると…こんな特典があります！★
 その１　当館主催展覧会の観覧料が割引になります。
 その２　情報満載｢美術館だより｣（年度内４回発行)が郵送されます。
 その３　相互割引提携館主催の展覧会観覧料が割引になります。（会員本人のみ）
 その４　特別企画展開会式･内覧会へご招待。（無料）
 その５　販売グッズが割引になります。（一部除く）
 その６　喫茶室利用代金が10％割引になります。

平成25年度 石川県七尾美術館

友の会会員証

「根来手力盆」(池田コレクション）

石川県指定有形文化財「愛宕権現図」
長谷川信春(等伯)筆


